
市
民
と
議
会
の
懇
談
会

　
今
年
度
の
開
催
に
つ
い

て
は
、
各
常
任
委
員
会
が

主
体
と
な
り
、
所
管
す
る

事
業
に
関
係
す
る
市
民
団

体
等
と
の
懇
談
会
を
実
施

し
、
そ
の
意
見
に
耳
を
傾

け
、
政
策
立
案
に
繋
が
る

よ
う
開
催
し
ま
す
。
開
催

時
期
お
よ
び
対
象
団
体
等

は
、
今
後
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

先
進
地
視
察

令
和
2
年
7
月
28
日

岐
阜
県
可
児
市
議
会

政
策
立
案
に
繋
が
る
た

め
の
委
員
会
代
表
質
問
を

中
心
に
、
議
会
改
革
に
つ

い
て
話
を
聞
く
予
定
で
す
。

研
究
会
報
告

令
和
元
年
5

月
か
ら
5

回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
、

滋
賀
県
市
議
会
議
長
会
主

催
「
広
報
・
公
聴
活
動
に
つ

い
て
の
研
究
会
」
に
出
席

さ
れ
て
い
た
当
委
員
会
の

前
委
員
長
、
植
中
都
議
員

か
ら
、
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
構
成
市
議
会
の
議
員

が
身
近
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
か
し
、
「
議
会
力
」
強

化
と
な
る
政
策
提
言
が
実

践
で
き
る
よ
う
、
議
長
会

が
考
え
た
研
究
会
で
す
。

報
告
を
受
け
て
か
ら
、
委

員
会
で
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。

そ
の
他
の
議
論

事
務
事
業
評
価
に
つ
い

て
実
施
す
る
か
の
確
認
を

と
り
、
例
年
通
り
行
う
。

ま
た
、
特
別
委
員
会
の

今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て

意
見
が
出
さ
れ
、
研
修
を

重
ね
な
が
ら
、
課
題
と
し

て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

議会改革
推進特別
委員会

高
齢
者
に
湖
南
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
「
め
ぐ
る
く

ん
」
の
無
料
乗
車
制
度
を

求
め
る
請
願

現
在
、
市
内
で
運
行
さ

れ
て
い
る
コ
ミ
ニ
テ
ィ
バ

ス
「
め
ぐ
る
く
ん
」
は
、
自

家
用
車
を
利
用
し
な
い
皆

さ
ん
、
高
齢
者
・
障
が
い

の
あ
る
人
の
移
動
手
段
と

し
て
貴
重
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
甲
賀
市
は
、

75
歳
以
上
の
方
に
は
無
料

乗
車
券
が
支
給
さ
れ
て
い

て
、
栗
東
市
は
乗
車
料
金

が
１
回
に
つ
き
２
０
０

円
、
乗
り
換
え
の
場
合
は
、

１
０
０
円
の
乗
車
券
が
発

行
さ
れ
高
齢
者
に
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

湖
南
市
で
も
急
速
に
進

む
高
齢
化
に
伴
い
、
高
齢

者
の
外
出
支
援
、
介
護
予

防
、
健
康
増
進
を
目
的
と

し
て
70
歳
以
上
の
方
に
、

コ
ミ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
め
ぐ

る
く
ん
」
の
無
料
乗
車
制

度
を
求
め
ま
す
。

全
会
一
致
で
可
決

堀田　繁樹 公立甲賀病院組合議会松原　栄樹 甲賀広域行政組合議会

令
和
２
年
第
１
回
定
例
会

（
３
月
26
日
）

審
議
結
果

定
款
の
一
部
変
更
や
病
院
中
期
計

画
の
一
部
変
更
の
認
可
、
平
成
31
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
令
和
２
年

度
一
般
会
計
予
算
の
議
決
に
つ
い
て

（
18
億
４
４
０
２
万
５
千
円
）
。

全
員
賛
成
で
可
決

一
般
質
問

問
　
甲
賀
圏
域
に
お
け
る
中
核
病
院

と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て

答

　平
成
28
年
に
地
域
医
療
機
関
の

連
携
を
図
る
た
め
、
か
か
り
つ
け
医

等
を
支
援
す
る
地
域
医
療
支
援
病
院

に
知
事
指
定
を
受
け
、
中
期
お
よ
び

年
度
計
画
に
基
づ
き
甲
賀
圏
域
で
の

医
療
の
効
率
化
・
水
準
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
　
医
師
、
看
護
師

の
確
保
に
つ
い
て

答

　安
定
的
な
医
療

を
提
供
す
べ
く
、
複

数
の
大
学
や
専
門
学

校
等
と
連
携
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

問
　
無
料
低
額
診
療
事
業
に
つ
い
て

答

　県
内
で
は
民
間
医
療
機
関
で
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
公
立
病
院
で
は

税
制
優
遇
措
置
が
な
い
た
め
、
実
施

は
難
し
い
状
況
で
す
。

令和２年度　第１回定例会　３月26日開催
議案　令和２年度一般会計予算
歳入歳出予算総額　35億8,311万円

前年比　7,768万円の減（97.9%）

◎歳入の内訳（主なもの）

　•両市からの負担金　28億1,845万円（78.6%）

　 （湖南市分は　9億7,824万円）

　•使用料及び手数料　4億852万円（11.4%）

　 （清掃・消防関係）

　•販売収入と広告料　1億5,612万円（4.3%）

　 （指定ごみ袋）

　•起債　1億4,890万円（4.6%）（債権による借金）

◎歳出の内訳（主なもの）

　•消防費　19億1,345万円（53.4%）

　 （人件費　15億4,760万円消防職員202名

　　救助工作車の更新　1億3,000万円

　　非常用自家発電設備の更新　1,595万円）

　•衛生費　10億7,120万円（29.9%）

　 （し尿・ごみ処理に要する費用　5億8,399万円

　　　　　　　施設維持補修費用　1億7,476万円）

　•総務費　8,198万円　•公債費　5億1,275万円（元利金償還額）

全員賛成で可決
☆ 衛生センターごみ処理施設は平成７年稼働後25年を

経過しているため、令和５年度末完了を目指して、

基幹的設備改良工事を実施します。改良工事に係る

契約額は、44億1,100万円です。
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